
朝日遺跡貝層ブロック・サンプリングの調査報告

渡辺誠*

田中禎子**

1.はじめに

1986年度に引き続き、1987年度も朝日遺跡の貝層ブロック・サンプリング資料を調査す

ることになった。今年度は地区・層位を相談の上、サンプリング自体は愛知県哩文センタ

ーで実施して、名古屋大学考古学研究室に搬入して項いた。それらは第1表に示した38件

で、B～Hは搬入日と地区の違いを示している。なお前年度分はAで示すことにした。そ

れらの資料は昨年度の年報に報告したが(渡辺1987)、若干残された資料は本報文中にあわ

せて報告することにする。

資料の所属時期は前年度と同様に、弥生時代中期前葉の朝日式期より同後葉の高蔵式期

までである。これらを時期別に整理すると、次のとおりである。

朝日式期(前葉)№B7………………………………………………1件(2.6%)

貝田町式期(中葉)№B1～6.C1・2.F1～3.H15～19.……16件(42.1%)

高蔵式期(後葉)№D1・2.E1～3.G1・2.H1～14.……21件(55.3%)

前年度は、朝日式期・3件・13.0%、貝田町式期・9件・39.1%、貝田町～高蔵式期・

7件・30.4%、高蔵式期・3件・13.0%、であり、中期中葉の貝田町式期に主体があった

のに対し、今年度は前年度少なかった同後葉・高蔵式期の資料が主体となった点に特徴が

みられる。

水洗選別の結果検出された遺物名は、第2表に示すとおりである。そのほとんどは自然

遺物であり、人工遺物はごく少量である。自然遺物の主体をなすものは貝類であり、他に

少量の動物遺体と植物遺体がある。これらの調査結果は、以下に記すとおりである。

2.人工遺物

土器片:ほとんどのブロックから検出されたが、いずれもごく少量の細片のみである。

石錐:B6(貝田町式期)より破片1点が検出された。チァート製?(写真1―1)。

石鏃:H5(高蔵式期)より完形の無茎石鏃1点が検出された。下呂石製(同2)。

フレイク:すべて細片であるが、石質はほとんど黒雲母石英安山岩(いわゆる下呂石)で

ある。

*名古屋大学文学部助教授

**名古屋大学文学部学生

愛知県埋蔵文化財センター　年報　1988.3



第1表ブロック・サンプリング一覧表

ブ ロ ック 名
サ イ ズ

(タ テ ・ヨ コ ・厚 さ)
地 区 層位 構 成 時 期

B 1 30 ×3 0 ×10 IA S 6 1E ・F VI 8 混 土 貝 層 貝 田 町

B 2 30 ×3 0 × 5 ′′ 9 ′′ ′′

B 3 30 ×3 0 × 8 ′′ l l ′′ ′′

B 4 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 1 2 混 貝 土 層 ′′

B 5 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 1 3 ′′ ′′

B 6 3 0 ×3 0 ×10 ′′ 1 7 混 土 貝 層 ′′

B 7 30 ×3 0 ×10 ′′ 1 8 ′′ 朝 日

C 1 30 ×3 0 × 5 IA S 6 1G S D 0 1 .0 3 ・05 セ ク シ ョン 1 0 破 砕 貝 層 貝 田町 (古 )

C 2 30 ×3 0 × 5 ′′ l l ′′ ′′

D 1 30 ×3 0 ×10 IA S 6 11 河 道 トレ ン チ (西 ) セ ク シ ョン 2 4 混 貝 土 層 高 蔵

D 2 30 ×3 0 ×10 ′′ 4 8 ′′ ′′

E l 30 ×3 0 × 5 IA S 6 11 河 道 トレ ン チ (中 央 ) セ ク シ ョン 4 4 ′′ ′′

E 2 30 ×3 0 ×10 ′′ 4 5 ′′ ′′

E 3 3 0 ×3 0 ×10 ′′ 4 8

38

′′ ′′

F l 30 ×3 0 × 5 IA S 6 1J V HJ 1 3b ~ c セ ク シ ョンベ ル ト ′′ 貝 田町

F 2 30 ×3 0 × 5 ′′ ′′ ′′

F 3 30 ×3 0 × 5 ′′ ′′ ′′

G l 30 ×3 0 × 8 IA S 6 1H 河 道 セ ク シ ョン 混 貝 土 層 高 蔵

G 2 30 ×3 0 × 8 ′′ 42 ′′ ′′

H 1 30 ×3 0 ×10 IA S 6 1K L VH T20 e ~ VI 2e セ ク シ ョン ベ ル ト 10 混 土 貝 層 ′′

H 2 3 0 ×3 0 ×10 ′′ l l ′′ ′′

H 3 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 12 ′′ ′′

H 4 3 0 ×3 0 ×1 0 ′′ 14 ′′ ′′

H 5 3 0 ×3 0 ×10 ′′ 16 ′′ ′′

H 6 3 0 ×3 0 ×10 ′′ 17 混 貝 土 層 ′′

H 7 3 0 ×3 0 × 4 ′′ 18 混 土 貝 層 ′′

H 8 3 0 ×3 0 × 4 ′′ 19 ′′ ′′

H 9 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 2 1 ′′ ′′

H 1 0 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 23 混 貝 土 層 ′′

H l l 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 25 ′′ ′′

H 1 2 3 0 ×3 0 ×10 ′′ 26 ′′ ′′

H 1 3 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 30 ′′ ′′

H 1 4 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 7 2 ′′ ′′

H 1 5 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 3 1 混 貝 土 層 貝 田 町

H 1 6 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 38 ′′ ′′

H 1 7 3 0 ×3 0 × 3 ′′ 32 混 土 貝 層 ′′

′′

H 18 3 0 ×3 0 × 8 ′′ 42 混 貝 土 層

H 1 9 3 0 ×3 0 × 5 ′′ 49 ′′
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第2表ブロック・サンプリング別遺物名―覧表

種類 人 工 遺 物 自 然 遺 物
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種類 人 工 遺 物 自 然 遺 物
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件数 57 1 1 25 2 2 1 60 1 50 39 3 23 59 54 12 17 34 57 4 9 14 2 2 60

骨製ヤス:細片2点が検出された。第1例はB3(同3)、第2例はH18(同4)からで

あり、ともに貝田町式期に属す。

加工痕のある獣骨:刃物による切截痕のみられる2点が検出された。第1例はA11(貝

田町式期)からで、シカの右中手骨近位端(同5)、第2例はH5(高蔵式期)からで不明
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管状骨片(同6)である。これらは本遺跡に多い骨製ヤスの製作に当って生じたものであ

る。

貝輪:H15(貝田町式期)より破片1点が検出された。ベンケイガイ製(同7)。ベンケ

イガイ製腕輪はきわめて繩文時代的であるばかりでなく、この貝自体が本例以外には出土

しておらず、下呂石同様交易によってもたらされたことを示していて興味深い。

3.具の種類と構成

前年度および今年度において検出された貝類は、43種である(第3表、写真2)。前年度

資料では24種であり若干の増加(○印)がみられるが、逆に前年度に検出されていながら、

今年度には検出されていない種(●印)が7種ある。これらのいずれかの年度にのみ検出

された種は、G1のチリメンカワニナを除き、すべて5%以下の少量にすぎない。

これらの大部分は食用に供せられたものとみられるが、なかには幼貝も含まれていて、

食用価値の乏しいものもある。なお微小貝については次項において記すこととする。

また、ベンケイガイが貝輪として1点検出されたにすぎないことは、上に記したとおり

である。

今年度検出の34種の各ブロックにおける構成比は、第4表にしめすとおりである。
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第3表貝類種名一覧表

A ・腹 足綱 G A S T R O P O D A

・・1 ・ ツタ ノバ ガ イ科 ヨメガヵサ C e//α乃αわ柁〟椚αR E EVE

。2 ・ユ キ ノヵサ科 ヒメ コザ ラ n ltelloidd u ste用Cm ea) 加 m aea D UNKE R

3 ・ニ シキ ウズ ガイ科 キサ ゴ ひ研あの前川勘岱彿五m 研ノC05ね細別 K ⅠENER

…4 ・ りユウ テ ン科 サザ エ 乃/γわ0 伽 田/〟SノC0γ乃〟m S S olノAND ER

。5 . りユウ テ ン科 サ ンシ ョウスガ イ 鈍 0C0//0 乃m 〆払ゐ K IENER

…6 ・アマオ ブネ科 アマ オブ ネ 賄 γm r乃 誠 05秒/αノα/∂テCテ/b L INNAElTS

。7 ・アマオ ブ ネ科 アマ ガ イ 乃ゆ〝放り岩のm 机の毎力吻如前川 D LrNK ER

8 ・タニ シ科 オ オ タニ シ C わ鋤 糾 如 旋 転 の 画 期 m M ART ENS

9 ・ タニ シ科 マル タニ シ C 如 喝勒如短の彿= 耽沼彿血 R EEV E

10 ・タニ シ科 C ip an g Op a lud in a sp ・

11 . ヵワニ ナ科 ヵ ワニ ナ Se 椚テS〝/C0坤m ゅ 闘即m P ト‖l一日)I)Ⅰ

。12 ・ヵワニ ナ科 チ りメ ンヵワニナ S鈕 彿 止 咄 面 目 m m 那 B ROT

13 . ウ ミニ ナ科 ウ ミニナ β誠 地 m 用 前 郷 椚 m L ISC IIKE

14 ・ウ ミ-ニナ科 イ ポウ ミニ ナ βα′Z D r α20乃α/m B Ht▼GH E RE

15 …ウ ミニナ科 へナ タ り C の朝市五和イC 緒 加崩の 卸弛 れの拶 止血 B Rl・(;日E RE

16 …ウ ミニナ科 フ トへナ タ り C e m 級材鈕 (S .S )

17 ・ウ ミニナ科 ヵ ワア イ C e rith id ea C erith id eop silla) dia dia rie nsis K .M A RTIN

18 ・ウ ミニナ科 P o ta m id id ae sp・

。19 . タマ ガ イ科 ツメタガ イ 鈍 ひピγm rC /0SS〝〝/の が材四昭 R i5I)ⅠN(;

。20 ・ア クキ ガイ科 アヵこ シ 助 如 棚 減 冊 舶 m 雛 G ROSSE

・2 1・ア クキ ガイ科 イポこ シ P 〝ゆ7〃u C/〝ひ彿 m K i:STER

22 ・ア クキ ガイ科 レイ シ m αは ゐ10 ㈲m D u NKm

。23 ・エ ゾバ イ科 シワホ ラダマ シ 者)的〝椚0 /伝 G ol・‖)

・24 ・エ ゾバ イ科 オ ガ イ C 〝がん〝γ〟S Cピm 〃m P m l.‖)Ⅰ)Ⅰ

25 ・オ りイレ ヨウバ イ科 ア ラムシ ロ 7 m γm 仕れ m 力短め郁 P (川.1・S

・26 ・ イ トマ キポ ラ科 イ トマキ ポラ ? P /ピ1〃～坤h C〝/m ♪ピ2 7〝弼 L Ⅰm AE l・S

0 27 ・オ ヵ ミ ミガ イ科 オ ヵ ミ ミガイ E llobiu m chinen se P FR IFFE R

B ・斧足綱 P E L E C Y P O D A

。1 ・フ ネガ イ科サ ルポ ウ 血 値 勅 勘 悦 郎 短 附 の m 棚 撒 而 L ISC11EK

。2 ・ タマ キ ガ イ科 ベ ンケイガ イ G か叩∽ピrm rl々 /ピ/〝川 砂 m 伽繭 似血 L ⅠSCIIKE

・3 ・ イタボ ガキ科 イ タポガ キ O stea 6 ・S) de nsela m ellosa L ISC HKE

4 ・ イタポ ガキ科 マガ キ C れ75505/柁〝g Zg 仔S T 111TN IIER(;

・5 ・ ヵワ シン ジュガ イ科 ヵ ワシ ンジュガ イ 几船聯 m 母の 日 喝担 m 節 用 L M AEt▼S

。6 ・ イシガ イ科 イシガ イ ひ乃m わ.か ね 卿 短 通 用 如 捌 朋 m M ARTENS

7 ・ フナガ タガ イ科 ウネナ シ トマヤ ガ イ 7 m 卸元 川亘的 融明 細m 間 月玩肋 間 R EEV E

8 ・ シ ジ ミ科 ヤマ トシジ ミ C のγ∂gC〟山元如m m P RlM E

9 . マ ルス ダ レガイ科ハ マ グ リ ルわγピ/γは /〟50γm R ii田N(;

10 ・マ ル スダ レガ イ科 ヵガ ミガ イ 仇 m m 骨 髄郁 脇 棚 方 の 期 m R EEVE

11 ・マ ル ス ダレガ イ科 オキ シ ジ ミ 0 ′C/ 乃αS 柁ピ〃Sm G M H 一ⅠN

12 ・バ ヵ ガイ科 シオ フキ 八九C/m ひピ〝ピγ所)γ椚gS R EEV-E

。13 ・ りユウキ ュウマ スオ科 ムラサ キガ イ S の/融 / 桝 わ・カ がわ短 S L ⅠNN AEtTS

。14 ・サ ラガ イ科 サ ラガイ fセron idia ひen ulosa S cHR ENCK

。15 ・マテ ガ イ科 マテ ガ イ S の/ピ乃5/γテC/〟S G o l・l一Ⅰ)

16 ・エ ゾ才才 ノガ イ科 才才 ノガ イ A4ya 仁4 7m O m ya) a γen aria oo n og ai M AK ⅠYAM A
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写真2貝類(縮尺3分の2)

1:ヒメコザラ、 2:キサゴ、 3:サンショウスガイ、 4:オオタニシ、 5:マルタ二シ、 6:カワニナ、

7:チリメンカワニナ、 8:イボウミニナ、 9:ヘナクリ、10:フトへナクリ、11:カワアイ、12:ツメタ

ガイ、 13:アカニシ、 14:アラムシロ、 15:才力ミミガイ、 16:サルボウ右殻、 17:マガキ左殻、 18:ウネ

ナシトマヤガイ左殻、 19:ヤマトシジミ左殻、 20:ハマグリ左殻、 21:カガミガイ左殻、 22:オキシジミ左

殻、 23:シオフキ左殻、 24:ムラサキガイ左殻、 25:オオノガイ左殻.
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第4表貝類構成比―覧表

ブ ロ ック番 号

構 成 比

種 名

B l B 2 B 3 B 4

左穀 /右殻
最 少

個 体 数
% 左 殻 /右 殻

最 少

個体 数
% 左穀 /右殻

最 少

個 件 数
% 左 殻 /右 殻 最 少

個 件 数 %

腹

ヒ メコザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0
キサ ゴ 0 0 0 0 0 0 0 0
サ ンシ ヨウ ス ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0
アマ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0
オ才 タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0
マ ノレタニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

タニ シ科 10 5 ・2 1 1 0 ・9 3 3 1 ・9 1 1 1 4 1
ヵ ワニナ 0 0 0 0 1 0 ・6 4 0 0
チ リメ ンヵ ワ ニナ 0 0 0 0 0 0 0 0

足

ウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 1 1 ・4 1
イボーウ ミニ ナ ll 5 ・7 3 3 2 ・8 0 8 5 ・10 1 1 4 1
ヘ ナ ク リ 0 0 0 0 0 0 0 0

フ トへナ ク リ 0 0 0 0 0 0 1 1 ・4 1

柄

ヵ ワア イ 0 0 0 0 0 0 0 0
ウ ミニナ 科 0 0 0 0 1 0 ・6 4 0 0
ツメ タ ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0
ア ヵ ニ シ 1 0 ・5 2 0 0 3 1 ・9 1 2 2 ・8 2

レイ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

シワ ホ ラダ マ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラ ム シロ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵ ミミガ イ 0 0 ～ 0 0 0 0 0 0

小 計 2 2 1 1 …4 6 4 3 ・7 3 16 1 0 ・2 0 6 8 ・4 6

斧

サ ル ホ ウ 1 /0 1 0 ・5 2

13 / 4

0 0

4 / 2

0 0

3 / 5

0 0

マ ガ .キ l l /5 ll 5 ・7 3 13 1 2 1 5 4 2 ・5 5 0 0
イシ ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ウネ ナ シ トマヤ ガ イ 0 0 0

7 / 8

0 0

16 / 1 7

0 0 0 0

ヤ マ トシ ジ ミ 2 6 / 26 2 6 1 3 ・5 4 8 7 ・4 8 17 10 8 3 5 7 ・0 4

足

ハ マ ク リ 11 7 / 1 22 12 2 6 3 ・5 4 64 /6 8

l l /1 4

6 8 63 5 5 5 3 / 6 5

4 2 / 55

6 5 4 1 .4 0 4 9 / 5 3

0 / 1

53 7 4 ・6 5

ヵガ ミガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
オ キ シ シ ミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

綱

シオ フキ 2 /0 2 1 .0 4 0 0 0 0 0 0

ム ラサ キガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
サ ラ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 1 1 .4 1
マ テ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

才 才 ノガイ 8 /6 8 4 . 17 1 4 13 .08 5 5 35 ・0 3 6 / 16 6 8 ・4 5

小計 17 0 88 .5 4 1 0 3 9 6 ・2 6 14 1 8 9 ・8 1 6 5 9 1 ・5 5

総計 19 2 1 00 ・0 0 1 0 7 9 9 ・9 9 15 7 10 0 ・0 1 7 1 1 00 …0 1

ブ ロ ッ ク番 号

構 成比

種 名

B 5 B 6 B 7 C 1

左 殻 /右殻 最 少
個 件 数 % 左 殻 /右 殻

最 少
個体 数 % 左 殻 /右殻

最 少
個 体数 % 左殻 /右殻

最 少
個 体 数 %

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0
キ サ コ 0 0 1 0 …74 0 0 0 0

サ ンシ ヨウ ス ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア マ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0
オ オ タニ シ 0 0 1 0 7 …4 1 0 0 0 0

マ ノレタニ シ 1 2 ・7 8 1 0 ・74 0 0 0 0

タニ シ科 0 0 6 4 ・44 2 3 ・6 4 0 0
ヵワ ニナ 0 0 1 0 ・74 0 0 0 0

チ リメ ンヵ ワニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0

足

ウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 0 0
イポ㌧ウ ミニ ナ 0 0 6 4 ・4 4 0 0 0 0

ヘ ナ ク リ 0 0 0 0 1 1 .8 2 0 0
フ トへ ナ ク リ 1 2 ・7 8 4 2 96 0 0 0 0

柄

ヵワ ア イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ウ ミニナ 科 0 0 0 0 0 0 0 0

ツメ タガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ヵ ニ シ 1 2 7 8 1 0 ・74 3 5 ・4 5 1 1 .00

レイ シ 0 0 0 0 0 0 0 0
シワ ホ ラダ マ シ 0 0 1 0 ・7 4 0 0 0 0

ア ラ ム シロ 0 0 0 0 0 0 0 0

オヵ ミミヵ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 3 8 …3 4 3 1 2 2 …95 6 1 0 ・9 1 1 1 ・0 0

斧

サ ル ポ ウ

9 / 10

0 0

2 / 1

0 0

5 /1

0 0

9 8 /3 8

0 0

マ ガ キ 0 0 2 1 ・4 8 5 9 ・0 9 9 8 9 8 0 0

イ シガーイ 0 0 0 0 0 0 0 0
ウネ ナ シ トマヤ ガ イ 0 0

17 / 1 0

0 0

4 /4

0 0

1 / 0

0 0

ヤ マ トシ シ ミ 10 27 7 8 1 7 1 2 .5 9 4 7 2 7 1 1 0 0

足

ハ マ ク リ 2 0 / 16

2 /3

2 0 55 5 6 7 9 / 8 3

2 / 1

8 3 6 1 ・4 8 3 0 /4 0 4 0 7 2 7 3 0 0
ヵガ ミガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

才キ シ ジ ミ 0 0 0 0 0 0 0 0

綱

シオ フ キ 0 0 0 0 0 0 0 0
ム ラサ キガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ラガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0
才オ ノ ガイ 3 8 ・3 3 2 1 4 8 0 0 0 0

小 計 3 3 9 1 ・6 7
-

10 4 7 7 ・0 3 4 9 8 9 ・09 9 9 99 .0 0

総 計 3 6 10 0 ・0 1 1 35 9 9 .9 8 5 5 10 0 ・00 10 0 1 00 ・0 0
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ブ ロ ック番 号

構 成 比

種 名

C 2 D l D 2 E l

左 殻 /右殻 最 少
個 体 数 % 左 殻 /右 殻

最 少
個件 数 % 左殻 /右 殻

最 少
個 体 数 % 左 殻 /右 殻

最 少
個 件数 %

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0
キサ ゴ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ンシ ヨウ ス ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0
ア マ ガイ 0 0 0 0 1 0 ・4 1 0 0

オオ タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ ノレタニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0
タニ シ科 0 0 2 0 4 9 1 0 ・4 0 0 0

ヵ ワニナ 0 0 0 0 1 0 ・4 0 0 0

チ リメ ンヵ ワ ニナ 1 5 0 0 7 1 ・7 2 l l 4 ・4 4 0 0

足

ウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 0 0

イポ ウ ミニ ナ 0 0 3 0 ・7 4 3 1 ・2 1 0 0

ヘ ナ ク リ 0 0 1 0 ・2 5 2 0 ・8 1 0 0
フ トへナ ク リ 0 0 1 0 …2 5 0 0 0 0

綱

ヵ ワア イ 0 0 1 0 …2 5 0 0 0 0
ウ ミニナ 科 0 0 0 0 0 0 0 0
ツメ タ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

アヵ ニ シ 1 5 .0 0 8 1 ・9 7 4 1 ・6 1 0 0
レ イシ 0 0 0 0 0 0 0 0

シ ワホ ラ ダマ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラム シ ロ 0 0 0 0 0 0 0 0
才ヵ ミ ミガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 2 10 ・0 0 2 3 5 .6 7 2 3 9 2 7 0 0

斧

サ ノレポ ウ

1 8 /8

0 0

3 33 /8 3

0 0

2 0 8 / 98

0 0

87 /3 7

0 0
マ ガ -キ

イ 〟ガ イ

18 9 0 ・0 0 3 3 3 8 2 ・0 2 20 8 8 3 ・8 7 8 7 1 0 0 0 0

0ン～
ウネ ナ シ トマヤ ガ イ

0

0

0

0 5 / 6
0

6

0

1 ・4 8
2 /4

0

0

0

0

0

0 0

ヤ マ トシ ジ ミ 0 0 25 / 3 4 3 4 8 ・3 7 4 1 ・6 1 0 0

足

ハ マ ク リ 0 0 9 / 5

0 / 1

9 2 .2 2 l l / 10

1 /2

l l 4 4 4 0 0

ヵヵ*ミガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

オキ シ ジ ミ 0 0 0 0 0 0 0 0

綱

シオ フ キ 0 0 0 0 0 0 0 0
ム ラ サ キガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ラ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

オオ ノガ イ 0 0 1 0 ・2 5 2 0 8 1 0 0

小 計 18 90 ・0 0 3 8 3 9 4 ・3 4 2 2 5 90 ・7 3 8 7 1 00 ・0 0

総 計 2 0 1 00 ・0 0 4 0 6 10 0 ・0 1 2 4 8 1 00 …0 0 8 7 1 00 .0 0

ブ ロ ック番 号

構 成 比

種 名

E 2 E 3 F 1 F 2

左 殻 /右殻
最 少

個 体 数
% 左 殻 /右 殻 最 少

個体 数
% 左殻 /右殻

最 少

個 体 数
% 左 殻 /右 殻

最 少

個体 数
%

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0

キサ コ 0 0 0 0 0 0 0 0
サ ンシ ヨウ ス ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア マ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

才 才 タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ ル タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

タニ シ科 0 0 0 0 9 5 ・6 3 2 0 2 0 ・6 2

ヵワ ニナ 0 0 0 0 0 0 0 0

チ リメ ンヵ ワニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0

足

ウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 0 0
イポ ウ ミニ ナ 0 0 0 0 2 1 ・2 5 0 0

ヘ ナ ク リ 0 0 0 0 0 0 0 0

フ トへナ ク リ 0 0 0 0 1 9 ・6 3 0 0

綱

ヵワ ア イ 0 O 0 0 0 0 0 0

ウ ミニナ 科 0 0 0 0 0 0 0 0

ツメ タガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ヵ ニ シ 1 0 ・4 3 1 0 ・6 2 0 0 1 1 0 3

レイ シ 0 0 0 0 1 0 6 3 0 0

シワ ホ ラダ マ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラ ム シロ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵ ミミガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 1 0 ・4 3 1 0 ・6 2 1 3 8 ・1 4 2 1 2 1 ・6 5

斧

サ ル ホ ウ

2 2 9 / 12 0

0 0

16 5 / 8 9

0 0

9 5 / 57

0 0

26 /1 0

34 /2 0

5 /1 3

1 1 .0 3

マ ガ キ 2 2 9 99 5 7 1 6 5 9 9 ・4 0 9 5 5 9 ・3 8 2 6 2 6 ・8 0

イン ヵ イ

ウ ネナ シ トマ ヤ ヵ イ

0

0

0

0

0

0

0

0
0 / 1

0

1

0

0 ・6 3

0

0

0

0
ヤ マ トシジ ミ 0 0 0 0 2 / 1 2 1 ・2 5 2 2 ・0 6

足

ハ マ ク リ 0 0 0 0 2 2 / 24

1 4 / 25

2 4 1 5 ・0 0 3 4 3 5 0 5

ヵ ヵ ミガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

才 キ シ シ ミ 0 0 0 0 0 0 0 0

綱

シオ フキ 0 0 0 0 0 0 0 0

ム ラサ キ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ラ ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ オ ノガ イ 0 0 0 0 2 5 1 5 6 3 1 3 1 3 4 0

小計 2 2 9 9 9 ・5 7 1 6 5 9 9 ・40 14 7 9 1 …8 9 7 6 7 8 ・3 4

総計 2 3 0 10 0 ・0 0 1 6 6 10 0 ・0 2 16 0 1 0 0 ・0 3 9 7 99 .9 9
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ブ ロッ ク番 号

構 成比

種 名

F 3 G l G 2 H l

左 殻 /右殻
最 少

個 件 数
% 左 殻 /右 殻

最 少

個 件数
% 左殻 /右殻

最 少

個 体 数
% 左 殻 /右 殻

最 少
個 体 数 %

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0

キサ ゴ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ンシ ヨウ スガイ 0 0 0 0 0 0 1 0 ・4 3

ア マ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ オ タニ シ 0 0 1 0 .4 8 0 0 0 0

マ ル タこ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

タニ シ科 16 1 0 …19 7 3 .3 7 0 0 1 4 5 …9 8

ヵ ワ ニナ 0 0 9 4 ・3 3 0 0 0 0

チ リメ ンヵ ワニ ナ 0 0 4 7 2 2 .6 0 0 0 0 0

足

ウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 0 0

イポ ウ ミニ ナ 2 1 .2 7 4 1 ・9 2 0 0 3 1 ・2 8

ヘ ナ ク リ 0 0 0 0 0 0 0 0

フ トへ ナ ク リ 0 0 2 0 .9 6 0 0 4 1 ・7 1

綱

ヵワ ア イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ウ ミニナ 科 0 0 0 0 0 0 0 0

ツメ タガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ヵ ニ シ 3 1 …9 1 2 0 ・9 6 5 6 ・4 9 3 1 ・2 8

レイ シ 0 0 0 0 0 0 1 0 …4 3

シワ ホ ラダ マ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラ ム シ ロ 0 0 1 0 …4 8 0 0 1 0 ・4 3

オ ヵ ミミガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 2 1 1 3 ・37 7 3 5 3 ・1 0 5 6 ・4 9 2 7 1 1 ・5 4

サ ル ポ.ウ

4 5 / 36

0 0

6 1 /2 3

0 0

6 9 / 4 3

0 0

6 1 / 14

0 /1

0 0

斧

マ ガ キ

イシ ガ イ
45

0

2 8 ・6 6

0

6 1

0

29 .3 3

0

69

0

8 9 6 1

0

6 1

1

2 6 ・0 7

0 ・4 3

ウネ ナ シ トマヤ ガ イ

ヤ マ トシ シ ミ

0 / 1

9 / 1 2

1

12

0 …6 4

7 …6 4

8 /4

1 8 /2 6

8

2 6

3 ・8 5

12 ・5 0 1 / 3

0

3

0

3 ・90 1 9 / 18

0

19

0

8 ・1 2

足

ハ マ ク リ 4 9 / 5 1

8 / 27

5 1 3 2 ・4 8 3 8 /3 6

0 /2

3 8 18 2 7 0 0 1 0 1 / 1 17 1 17 50 …0 0

ヵガ ミガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ キ シ シ ミ 0 0 0 0 0 0

2 /1

5 / 7

0 0

綱

シオ フ キ 0 0 0 0 0 0 2 0 ・8 5

ム ラ サ キガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ラ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テ ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

才 オ ノ ガイ 27 1 7 ・20 2 0 .9 6 0 0 7 3 …0 0

小 計 1 36 8 6 ・62 13 5 64 ・9 1 7 2 9 3 ・5 1 2 0 7 8 8 ・4 7

総 計 1 57 9 9 . 99 2 0 8 10 0 .0 1 7 7 1 00 ・0 0 2 3 4 10 0 ・0 0

ブ ロ ック番 号

構 成 比

種 名

H 2 H 3 H 4 H 5

左 殻 /右殻
最 少
個 体 数 % 左 殻 /右殻

最 少
個 体 数 % 左殻 /右殻 最 少

個 体 数 % 左 殻 /右 殻 最 少
個体 数

%

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 1 0 ・5 8

キサ ゴ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ンシ ヨウ ス ガイ 1 O . fi fi 0 0 0 0 0 0

ア マ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

才オ タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0 -

マ ル タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

タニ シ科 1 2 6 ・7 8 2 8 13 ・3 3 2 1 28 7 4 ・0 9

ヵワ ニナ 0 0 1 0 ・4 8 4 2 ・5 6 1 0 .58

チ リメ ンヵ ワニ ナ 0 0 0 0 0 0 2 1 ・1 7

足

ウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 0 0

イポ ウ ミニ ナ 1 0 ・5 6 3 1 ・4 3 1 0 ・6 4 5 2 ・9 2

ヘ ナ ク リ 0 0 0 0 0 0 1 0 ・58

フ トへナ ク リ 5 2 ・8 2 2 2 .3 8 0 0 1 2 7 ・0 2

綱

ヵワ ア イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ウ ミニナ 科 0 0 0 0 0 0 0 0
ツメ タ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

アヵ ニ シ 4 2 2 6 2 0 ・9 5 1 0 ・6 4 2 1 .17

レ イシ 0 0 0 0 0 0 0 0

シ ワホ ラ ダマ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラム シ ロ 0 0 0 0 0 0 0 0

才ヵ ミ ミガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 23 1 2 ・98 3 9 18 ・5 7 8 5 ・12 3 1 1 8 .l l

斧

サ ル ホ ウ

2 5 / 1 2

0 0

1 6 /8

0 0

4 / 1 4

0 0

32 /3 0

0 0

マ ガ キ 25 1 4 …12 1 6 7 6 2 14 8 ・9 7 3 2

0

1 8 …7 1

イ ンガ イ

ウ ネナ シ トマ ヤガ イ

0 / 1

2 / 2

1

2

0 …56

1 13 3 / 1
0

3

0

1 ・4 3
4 / 1

0

0

0

0 1 / 0 1
0

0 . 58
ヤ マ トシ ジ ミ 17 / 1 2 17 9 . 60 3 0 / 23 3 0 14 ・2 9 4 2 ・5 6 17 / 2 1 2 1 1 2 28

足

ハ マ ク リ 10 2 / 78 1 0 2 5 7 ・63 8 9 / 10 1 10 1 48 ・1 0 1 0 1/ 1 2 5 1 25 80 …13 66 /7 7 77 4 5 ・0 3

ヵガ ミガ イ

オキ シ シ 〟

1 /0 1

0

0 ・56

0

1 / 1 1

0

0 ・4 8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

柄

、
シオ フ キ 1 / 0

2 / 5

1 0 ・56 1 / 1 1 0 ・4 8 3 / 1

2 / 1

3 1 ・9 2 1/ 0

6 / 8

1 0 . 58

ム ラサ キガ イ

一 .

0 0 1 /0 1 0 ・4 8 0 0 0

0

0

サ フヵ イ

マ テガ イ

0

0

0

0 1 /0
0

1

0

0 ・4 8

0

0

0

0 0
0

0
オ才 ノ ガ イ 5 2 . 82 1 4 / 17 1 7 8 1 0 2 1 ・2 8 8 4 ・68

小 計 1 54 8 6 ・98 17 1 8 1 ・4 6 14 8 9 4 ・8 6 1 40 8 1 ・8 6

総 計 1 77 9 9 ・96 2 1 0 1 00 ・0 3 1 56 9 9 ・9 8 1 7 1 9 9 ・97
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ブ ロ ッ ク番 号

構 成比

種 名

H 6 H 7 H 8 H 9

左 殻 /右 殻 最 少
個件 数 % 左殻 /右殻 最 少

個 件 数 % 左 殻 /右 殻 最 少
個 体 数 % 左 殻 /右 殻 最 少

個体 数 %

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0

キ サ コ 0 0 0 0 0 0 2 1 18

サ ンシ ヨウ スガ イ 0 0 1 0 .5 8 0 0 0 0

ア マ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ オ タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ ノレタニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

タニ シ科 1 5 9 .3 2 36 2 0 ・8 1 7 4 ・7 9 1 7 1 0 ・0 6

ヵワニ ナ 1 0 …6 2 0 0 0 0 0 0

チ リメ ンヵ ワニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0

足

ウ ミニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0
イホ ウ ミニ ナ 6 3 ・7 3 8 4 ・6 2 1 0 ・6 8 0 0

ヘ ナ ク リ 0 0 1 0 5 8 0 0 0 0

フ トへ ナ ク リ 0 0 8 4 6 2 1 0 ・68 6 3 ・55

綱

ヵワ ア イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ウ ミニナ 科 0 0 0 0 0 0 0 0

ツメ タガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ヵ ニ シ 3 1 ・8 6 2 1 ・16 0 0 2 1 ・18

レイ シ 0 0 0 0 1 0 …68 0 0

シワ ホ ラダ マ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラ ム シロ 0 0 0 0 0 0 1 0 ・59

オ ヵ ミミガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 2 6 16 ・1 5 5 2 3 0 ・0 6 9 6 1 5 2 8 16 ・5 6

斧

サ ル ポウ 0 / 1 1 0 ・6 2

2 1 / 1 2

0 0

2 3 /2 0

0 0

3 2 / 14

0 0

マ ガ キ

イ〟 ガイ

3 5 /1 2 3 5 2 1 7 4 2 1 1 2 14 2 3 1 5 ・7 5

0

3 2

0

18 9 3

ン/
ウネナ シ トマ ヤ ヵ イ 1 / 0

0

1

0

0 ・6 2
2 2 ′/1 7

0

0

0

0
2 / 0

0

2 1 37 0 / 2 2
0

1 18
ヤ マ トシジ ミ 9 / 7 9 5 .5 9 2 2 1 2 ・72 l l /9 l l 7 ・5 3 1 5 /9 1 5 8 88

足

ハ マ ク リ

ヵ 。〟 一イ

80 /4 7 8 0 4 9 ・6 9 4 2 / 6 0 60 3 4 ・68 9 1 /8 3 9 1 6 2 ・3 3 7 2 /7 5 7 5 4 4 38

ヵ 、ヵ

オ キ シ シ ミ

1 / 0

1 / 0

4 / 7

1

1

0 ・6 9

0 ・6 2
3 / 2

0

0

0

0
1/ 3

6 / 7

0

0

0

0
0 / 1

0

1

0

0 5 9

綱

シオ フキ 0 0 3 1 7 3 3 2 ・05 4 /2

1 2 / 12

4 2 3 7

ム ラサ キ ヵ イ 0 0 3 / 1 3 1 ・7 3 0 0 0 0

サ ラヵ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テガイ 0 0 0 / 1 0 0 .5 8 0 0 0 0

オ 才 ノガ イ 7 4 ・3 5 l l / 5 l l 6 3 6 7 4 ・79 1 2 7 ・1 0

小計 1 3 5 8 3 ・8 5 1 2 1 6 9 ・9 4 1 3 7 9 3 ・8 2 1 4 1 8 3 ・4 3

総計 1 6 1 10 0 ・0 0 17 3 1 0 0 ・0 0 1 4 6 9 9 ・97 1 6 9 9 9 .9 9

ブ ロ ック 番号

構成 比

種 名

H 10 H l l H 12 H 13

左 殻 /右 殻
最 少

個体 数
% 左殻 /右殻

最 少

個 体 数
% 左 殻 /右 殻

最 少

個体 数
% 左 殻 /右殻

最 少
個件 数 %

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 O 0

キサ ゴ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ン シ ヨウ スガイ 0 0 0 0 0 0 0 0
アマ ガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

才 オ タニ シ 0 0 1 0 ・9 3 0 0 0 0

マノレタニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

タニ シ科 6 5 ・5 6 5 4 ・6 7 1 2 1 0 ・62 7 7 ・9 5

ヵ ワニ ナ 0 0 1 0 ・9 3 0 0 0 0
チ リメン ヵ ワニ ナ 0 0 2 1 ・8 7 0 0 0 0

足

ウ ミニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0

イ ホ ウ ミニナ 0 0 1 0 ・9 3 3 2 65 1 1 ・14
ヘ ナ ク リ 0 0 0 0 0 0 0 0

フ トへ ナ ク リ 3 2 ・78 1 0 ・9 3 2 1 ・77 0 0

綱

ヵ ワア イ 0 0 0 0 0 0 0 0
ウ ミニ ナ科 0 0 0 0 0 0 0 0

ツ メ タヵ イ 0 0 1 0 ・9 3 0 0 0 0

ア ヵニ シ 1 0 ・93 1 0 …9 3 0 0 1 1 14
レイ シ 0 0 0 0 0 0 1 1 14

シ ワ ホラ タeマ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラム シ ロ 0 0 0 0 0 0 0 0

才 ヵ ミ ミガ イ 0 0 1 0 9 3 0 0 0 0

小計 1 0 9 ・2 7 14 1 3 ・0 5 17 1 5 ・0 4 10 1 1 ・37

斧

サノレホ ウ

2 1 / 9

0 0

1 7 / 14

0 0

15 / 6

0 0

2 1/ 8

0 0

マ ガ.キ 2 1 19 44 17 1 5 ・8 9 1 5 1 3 ・27 2 1 2 3 86

イ シガイ 0 0 0 / 1 1 0 9 3 0 0 0

0

0

ウ 不ナ ン トマ ヤ カ イ

ヤマ トシ シ ミ 3 / 5
0

5

0

4 6 3 3 / 10
0

10

0

9 3 5 6 / 8
0

8

0

7 ・0 8
7 / 9 9

0

1 0 23

足

ハマ ク リ

. 〟

6 8 / 6 4 6 8 6 2 9 6 5 7 / 54 5 7 5 3 ・2 7 69 / 5 7

4 / 3

6 9 6 1 0 6 43 /4 3

5 / 1

43

0

4 8 46

ヵ ヵ 、ヵ イ

オ キ シシ ミ
1 / 0

3 / 2

0

0

0

0 0 / 1
0

1

0

0 ・9 3

0

0

0

0 0
0

0

綱

シ オフ キ 1 0 9 3 0 / 2 2 1 ・8 7 0 0 0 0

ム ラサ キ ヵ イ 0 0 2 / 1 2 1 ・8 7 0 0 0 0
サ ラヵ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テヵ イ 0 0

3 /3
0 0 0 0 0 0

才 才 ノガ イ 3 2 …78 3 2 ・8 0 4 3 ・54 5 5 ・68

小計 98 9 0 . 74 9 3 8 6 .9 1 96 8 4 ・9 5 78 8 8 ・6 3

総 計 1 0 8 1 0 0 ・0 1 10 7 99 ・9 6 1 13 9 9 ・9 9 88 1 0 0 .0 0
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ブ ロ ック 番号

構 成 比

種 名

H 14 H 1 5 H 16 H 17

左 殻 /右 殻
最 少

個体 数
% 左殻 /右殻

最 少

個 体 数
% 左 殻 /右 殻

最 少

個体 数
% 左 殻 /右 殻

最 少

個体 数
%

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0 0 0 0 0

キサ コ 1 1 ・1 1 0 0 0 0 0 0

サ ン シ ヨウス ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0
アマ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ 才 タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

マル タニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0
タニ シ科 2 2 ・2 2 3 1.8 4 1 0 1 2 82 9 1 0 .2 3

ヵ ワニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0

チ リメ ンヵ ワニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0

足

ウ ミニ ナ 1 1 ・1 1 0 0 0 0 0 0

イ ホ ウ ミニ ナ 5 5 ・5 6 5 8 0 6 5 6 ・4 1 7 7 ・9 5

ヘナ ク リ 1 1 .l l 0 0 0 0 0 0

フ トへ ナ ク リ 1 1 ・1 1 0 0 1 1 .28 1 1 ・1 4

綱

ヵ ワア イ 0 0 0 0 0 0 0 0
ウ ミニ ナ科 0 0 0 0 0 0 0 0

ツ メ タガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ヵニ シ 3 3 ・3 3 2 3 23 1 1 28 3 3 ・4 1
レイ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

シ ワ ホラ ダマ シ 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ラム シ ロ 0 0 0 0 0 0 1 1 ・1 4

オ ヵ ミ ミガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 14 1 5 …55 10 1 6 ・13 1 7 2 1 …7 9 2 1 23 ・8 7

斧

サノレポウ

2 2 / 4

0 0

8 /3

0 0

9 /3

0 0

8 /3

0 0

マ ガキ

イ : ガ イ

2 2 2 4 44 8 1 2 ・90 9 ll .5 4 8 9 ・0 9

ン/
ウ ネナ シ トマ ヤ ヵ イ 0 / 1

0

1

0

1 ・1 1
5 / 14

0

0

0

0
10 /8

0

0

0

0
l l / 15

0

0

0

0
ヤマ トシ シ ミ 12 / 9 1 2 1 3 ・33 14 2 2 58 1 0 12 .8 2 15 1 7 ・0 5

足

ハマ ク リ 3 4 / 3 3 3 1 3 7 ・78 2 8 / 23 28 4 5 ・16 3 1 /3 5 3 5 4 4 ・8 7 4 0 / 23

4 /4

4 0 4 5 ・4 5

ヵ ヵ 、ヵ イ

オ キ シシ ミ
1 / 0

6 / 2

0

0

0

0
0 / 1

1 /0

0

1

0

1 ・61
0 / 1

6 /1 6

0

0

0

0

0

0

0

0

綱

シ オフ キ 1 1 ・1 1 0 0 1 1 ・28 0 0

ム ラサ キ ヵ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ラガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0

マ テガイ 0 0 0 0 0 0 0 0

オ 才 ノヵ イ 6 6 67 1 1 ・6 1 6 7 ・69 4 4 .5 5

小 計 76 8 4 ・4 4 5 2 8 3 .8 6 6 1 7 8 ・20 6 7 7 6 ・1 4

総 計 90 9 9 . 99 6 2 9 9 ・9 9 7 8 9 9 .99 8 8 10 0 ・0 1

フ ロ ック番 号

構 成 比

種 名

H 18 H 1 9

左殻 /右殻
最 少

個 体 数
% 左 殻 /右殻

最 少

個 体 数
%

腹

ヒメ コザ ラ 0 0 0 0

キサ ゴ 0 0 0 0

サ ンシ ヨウ ス ガイ 0 0 0 0

アマ ガ イ 0 0 0 0

才才 タニ シ 0 0 0 0

マ ル タニ シ 0 0 0 0

タニ シ科 3 3 ・23 1 1 ・4 5

ヵ ワニナ 1 1 ・0 8 1 1 ・4 5
チ リメ ンヵ ワ ニナ 0 0 0 0

足

ウ ミニナ 0 0 0 0

イホ ウ ミニ ナ 4 4 ・30 4 5 8 0
ヘ ナ ク リ 0 0 0 0

フ トへナ ク リ 2 2 ・15 2 2 ・9 0

綱

ヵ ワア イ 0 0 0 0
ウ ミニナ 科 0 0 0 0

ツメ タガ イ 0 0 0 0

ア ヵ ニ シ 2 2 ・15 2 2 ・9 0
レイ シ 0 0 0 0

ツワ ホ ラダ マ シ 0 0 0 0

ア ラム シ ロ 0 0 0 0

オヵ ミミヵ イ 0 0 0 0

小 計 12 1 2 .9 1 1 0 14 …5 0

斧

サ ル ポ ウ

3 2 / 2 1

0 0

2 3 / 14

0 0

マ ヵ キ 32 3 4 ・4 1 2 3 3 3 3 3

イ シヵ イ 0 0 0 0
ウネ ナ シ トマヤ ガイ

1 4 / 15

O 0

1 3 /1 0

0 0

ヤ マ トシ シ ミ 15 1 6 ・13 1 3 1 8 ・8 4

足

ハ マ ダ リ

ヵガ 〟ガ イ

3 0 / 14

3 /4

30 3 2 ・26 17 /7 1 7 24 6 4

0、
オ キ シ シ ミ

0

0

0

0 0 /1

5 / 1

0

1 1 ・4 5

柄

シオ フ キ 0 0 0 0
ム ラサ キガ イ 0 0 0 0

サ ラガ イ 0 0 0 0

マ テ ガ イ 0 0 0 0
オオ ノガ イ 4 4 ・3 0 5 7 ・2 5

小 計 8 1 8 7 . 10 5 9 8 5 ・5 1

総 計 9 3 1 0 0 ・0 1 6 9 10 0 ・0 1
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第5表貝層類型と時期の関係

時 期 類 型 A B C D E F

朝 日 式 期 B 7

貝 田 町 式 期 C l F l B 4
A 9 ・A 16・A 20・
B l ・B 2 ・B 5 ・
B 6

A 8 ・A 18

A 7 ・A 17・B 3 .
F 2 ・F 3 ・H 15・
H 16・H 17・H 18 .
H 19

貝 田 町 ～

高 蔵 式 期
A 4 A 5 ・A 12…A 14 A 6 ・A 13

高 蔵 式 期 D l ・D 2 ・E l ・
E 2 .E 3 .G 2 H 4

A 1 ・A 2 ・A 3 ・
H l ・H 2 ・H 3 ・
H 5 ・H 6 ・H 8 ・

G l・H 7 ・H 9 ・
H 13.H 14

34種のうち腹足綱(巻貝)は21種みられ62%を占めるが、個体数は少なく、G1の53%、

H7の30%を除き、他はすべて全体の24%以下である。これに対し斧足綱(二枚貝)は13

種で38%にすぎないが、個体数においてはG1・H7を除き、圧倒的に腹足網を上回って

いる。

そのなかでももっとも多いのはハマグリであり、発育のよい大型品が多い。これに次い

で多いのはマガキ・ヤマトシジミ・および腹足綱のタニシ類である。

このタニシ類(オオタニシ・マルタニシ)と、カワニナ・チリメンカワニナ・カワシン

ジュガイ・イシガイの6種が淡水産で、ヤマトシジミは汽水産であるが、他はすべて鹹水

産である。そしてこれら城水産貝類のうちでも主体をなすハマダリ・マガキは、典型的な

内湾の砂質～砂泥質底に棲む種類であり、他の多くの種類も同様である。そのなかにあっ

てごく少量ではあるが、ヨメガカサ・ヒメコザラ・サザエ・サンショウスガイ・アマオブ

ネ・アマガイ・イボニシ・レイシ・シワホラダマシ・イトマキポラ?などの岩礁性貝類

も含まれることは、後に記す少量のウニ類とともに注目されることである。

これらの貝類の構成比からみると、貝層は次の6群に大別される。

A.ほぼマガキのみの貝層

B.マガキ主体の貝層

C.ほぼハマダリのみの貝層

D.ハマグリ主体の貝層

E.ヤマトシジミ主体で、ハマグリの比重も高い貝層

F.単独優先種をもたない貝層

Fで多いのはマガキ・ハマグリ・ヤマトシジミなどであるが、稀にタニシ類・オオノガ

イの多い場合もある。

そしてこれらと時期の関係を整理すると、第5表のとおりである。なお個体の絶対数の

少ないA10・A11・A15・C2については、省いて検討することにする。
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第6表微小貝種名一覧表

A . 陸産

1 . ケ シガイ科 ニホ ンケ シガ イ C aq ch iu m n W on en se P ILSB RY & H IRA SE

2 . キバサ ナギガイ科スナガ イ G astroc op la βin a lbin u h7) a rm なerella R EⅠNH AR DE T

3 . キセル ガイ科 C /α〟5才/556わピ坤・

4 . 才 ヵチ ョウジガイ科オヵ チ ョウ ジガイ A llop ea s cla u u lin u m 毎′OtOe n Sis P ILSBR Y & H IR A SE

5 . オ ヵチ ョウ ジガイ科 ホソオヵチ ョウ ジガイ ? A llop ea s A y7g u la S CH M A CK ER & B oE TT G ER

6 . コバ クガイ科 ヒメ コバ クガイ LhlW a iia m in u scu la R E IN H AR DE T

7 . べ ッコウマイマイ科 ヒメべ ッコウガイ D isco co n u lus sin ゆid iu m R E INH A R DE T

8 . ベ ッコウマイマイ科 H elica r iO n id a e sp .

B . 淡 水産

1 . ヒラマ キガイ科 ヒラマ キ ミズマ イマイ C ym u lu s h eim a n tiu m W EST ER LUN D

2 . ヒラマ キガイ科 ヒラマ キガイモ ドキ 鈍 物 Iis h e m Z坤ha eru la B E NSO N

C . 汽 水産

1 . ミズ ゴマ ツポ科 ミズ ゴマ ツポ S ten oth y名αgla b 7u A .A D A M S

2 . ヵ ワサ ンシ ョウガイ科ム シャ ドりヵワサ ンシ ョウガイ ?

A ng usta ssim in ea p a m sitolq gica K U RO DA

これによれば、朝日式期のマガキ主体の貝層から始まり、貝田町式期にはハマグリ主体

の貝層が出現し、同時にヤマトシジミ主体の貝層や、単独優先種をもたない貝層が出現す

る。これらをさらに巨視的にみれば、マガキに加えてハマグリおよびヤマトシジミ・タニ

シ類など汽水・淡水産貝類の増加傾向があるとみなされる。そしてこれらの諸類型が並存

した状態で、本遺跡の貝層は消滅している。ただし朝日式期の貝層資料が他時期に比べて

少ないことも、留意しておくべきであろう。

4.微小具と具層の堆積環境

前項に記した貝類の他に、微小貝も多数検出されている。前者は主として食料資源、後

者は主として堆積環境の研究上重要である。なおこれらの微小貝について前年度には報告

していないので、本年度分とあわせて報告することにする。

検出された微小貝は12種である(第6～8表、写真3)。淡水・汽水産微小貝も含まれて

いるが、大部分は陸産微小貝である。堆積環境の研究上特に検討を加えたいのは、この陸

産微小貝である。

まず第8表をみてみると、A・B・H群に対し、C～G群ではほとんど陸産微小貝は検

出されていない。第1表に記されているように、これらはほとんど河道における水中堆積

層中資料であり、発掘現場での観察の正しさを確認することができた。そして第7表にお

いてもA15～22では検出されていない。このうちA20～22についても当初より水中堆積と
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みられていたのであり、陸産微小貝が堆積環境の研究上きわめて有効であることが分かる。

またその含有率にも差があり、さらに詳細な検討も可能である(第9表)。ただしこれは

総合的に行われるべきであり、ここでは可能性を指摘するに留めたい。

陸産微小貝8種のうち主体を占めるのは、オカチョウジガイとヒメコハクガイである。

前者は人家庭園の地表、後者は平地の准木の根元や落葉下に棲む種類であり、貝層形成期

の環境復元に示唆する点が多いのである。

5.魚類

魚類についても、前年度分を本年度分とあわせて報告することとする。

検出された魚類は16種である(第10・11表、写真4)。それらはニシン科(多くはマイワ

シであろう、上野輝弥先生御教示)などの海産魚類の他に、ウナギ・ドジョウ科・フナ属

などの淡水産魚類も、かなり含まれていることに大きな特徴がみとめられる。

水田の拡大に伴って哺乳類の生息域が後退し、繩文時代のようにはシカやイノシシなど

による動物質蛋白の確保が難しくなり、淡水産魚類の比重が高まってきたのであろう。北

集落環濠中に検出されたヤナは、このような新しい農村型漁業を典型的に示すものである。
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第7表ブロック別微小貝構成比-覧表(欝と号11・17-

xFKi。鏡は晶はE2、)
ブ ロ ック番 号

種 名 構 成 比

A l A 2 A 3 A 4 A 5

個 件 数 % 個体 数 % 個 体数 % 個件 数 % 個 体 数 。′
〟

腹

陸

産

ニ ホ ンケ シ ガ イ 4 4 4 ・4 4 1 2 0 ・0 0 l l 2 7 . 5 0 0 0 0 0

ス ナガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キ セル ガ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵチ ョウ ジ ガ イ 0 0 0 0 1 2 ・5 0 0 0 14 2 5 ・0 0

ホ ソ才 ヵ チ ョウ ジガ イ ?

ヒメ コバ ク ガ イ

ヒメベ ツコ ウ ガ イ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 5 5 . 5 6 4 8 0 . 0 0 2 0 5 0 ・0 0 1 8 9 0 ・0 0 4 2 7 5 .0 0

0 0 0 0 8 2 0 . 0 0 2 1 0 . 0 0 0 0

足

網

ヘ ツ コウ マ イマ イ科の 一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 9 10 0 .0 0 5 1 0 0 ・0 0 4 0 1 0 0 ・0 0 2 0 1 0 0 ・0 0 5 6 1 0 0 ・0 0

淡 ヒラマ キ 〟ズマ イマ イ 0 0 1 0 0
7一
水

産

、
ヒラマ キ ガ イ モ ドキ 0 0 0 0 0

小 計 0 0 1 0 0

氏 ミズ コマ ツ ポ 0 0 0 0 0

水

産

ム シャ トりヵ ワザ ンシ ョウガ イ ? 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

不 明 0 0 1 0 2

総 計 9 5 4 2 2 0 5 8

斧 足網 不 明 0 0 0 0 0

ブ ロ ッ ク番 号
種 名 構 成比

A 6 A 7 A 8 A 9 A 10

個 件数 % 個 体数 % 個体 数 % 個 件 数 % 個件 数 %

腹

陸

ニ ホ ン ケ シガ イ 0 0 0 0 0 0 1 2 ・0 8 0 0

スナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キセ ル ガ イ科 の一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵチ ョウ シガ イ 1 3 3 . 3 3 2 5 0 ・0 0 0 0 1 4 2 9 ・1 7 0 0

ホ り才 ヵチ ョウ シガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒ メコ バ クガ イ 2 6 6 ・6 7 1 2 5 ・0 0 1 1 0 0 ・0 0 3 0 6 2 ・5 0 0 0

ヒ メヘ リコウ ガ イ 0 0 1 2 5 ・0 0 0 0 2 4 . 1 7 0 0

足

ヘ ツ コウマ イマ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不明 0 0 0 0 0 0 1 2 ・0 8 0 0

小 計 3 10 0 . 0 0 4 1 0 0 ・0 0 1 1 0 0 ・0 0 4 8 10 0 …0 0 0 0

淡 ヒ ラマ キ 〟ズマ イマ イ 0 0 0 0 0

棉

1一
水

産

、
ヒ ラマ キ ガ イモ トキ 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

H ミズ ゴマ ツ ポ 0 0 0 0 0

水

産

ム シ ラ ト りヵワ サ ン シ ヨウガ イ ? 0 0 0 1 0

小 計 0 0 0 1 0

不 明 7 2 0 7 5

総 計 1 0 6 1 5 6 5

斧足 網 不 明 0 0 0 0 0

ブ ロ ック番 号

種 名 構 成 比

A 1 2 A 1 3 A 14 A 1 5 A 1 6

個 件 数 % 個 体 数 % 個 件数 % 個 件 数 % 個 件 数 %

腹

足

陸

ニ ホ ンケ シ ガ イ 2 5 8 ・5 0 0 0 4 1 3 ・7 9 0 0 0 0

ス ナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キ セル ガ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵチ ョウ シガ イ l l 3 . 7 4 3 2 3 .0 8 2 6 ・9 0 0 0 1 1 0 0 ・0 0

ホ リオ ヵ チ ョウ シガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒメ コバ ク ガ イ 2 3 7 8 0 ・6 1 9 6 9 …2 3 2 1 7 2 ・4 1 3 10 0 ・0 0 0 0

ヒメヘ ツコ ウガ イ 2 1 7 …1 4 1 7 ・6 9 2 6 …9 0 0 0 0 0

ペ ソコウ マ イマ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 2 9 4 9 9 ・9 9 1 3 10 0 ・0 0 2 9 1 0 0 ・0 0 3 1 0 0 ・0 0 1 10 0 ・0 0

淡 ヒラマ キ 〟ズマ イ マ イ 1 0 1 0 0

綱

rJ
水

産

、
ヒラマ キ ガ イモ トキ 0 0 0 0 0

小 計 1 0 1 0 0

、上二.「、 ミズ コマ ツ ポ 0 0 0 0 0

水

産

ム シ ラ トりヵ ワザ ン シ ョウ ガ イ ? 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

不 明 3 7 4 1 2

総 計 2 9 8 2 0 3 4 - 4 3

斧 足綱 不 明 0 0 0 0 0
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ブ ロ ッ ク番号

種 名 構 成比

A 18 A 1 9 A 2 1 A 2 2 B l

個件 数 % 個体 数 % 個 件数 % 個体 数 % 個 件 数 ㌔

腹

陸

ニ ホ ン ケ シガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 .2 5

スナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キ セル ガ イ科 の 一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵ チ ョウ シ ガ イ 0 0 0 0 0 0 2 6 6 ・6 7 8 2 5 .0 0

ホ リオ ヵチ ョウ シガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒメ コバ クガ イ 0 0 0 0 0 0 1 3 3 . 3 3 1 6 5 0 .0 0

ヒメベ ツ コウ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 ・13

足

棉

ベ ツコ ウマ イマ イ科 の一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 5 ・6 3

小 計 0 0 0 0 .0 0 3 1 0 0 ・0 0 3 2 1 0 0 ・0 1

淡 ヒラマ キ 〟ズマ イマ イ 0 0 2 1 0
rJ
水
産

、
ヒラマ キガ イ モ ドキ 0 0 0 0 0

小 計 0 0 2 1 0

L=l̀、
ミズ ゴマ ツポ 0 0 0 0 0

水

産

ム シ ラ ドりヵ ワサ ンシ ヨウガ イ ? 0 0 0 0 0

小 計 0 0 O 0 0

不 明 0 9 1 3 5 5

総 計 3 9 3 3 9 3 7

斧 足綱 不 明 3 0 0 / 5 r 3 0

ブ ロ ッ ク番号

種 名 構 成比

B 2 B 3 B 4 B 5 B 6

個体 数 % 個体 数 % 個 体数 % 個件 数 % 個 件数 %

腹

陸

ニ ホ ン ケ シガ イ 1 fi . 6 7 1 3 ・7 0 2 6 . 4 5 0 0 0 0

ス ナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キ セル ガ イ科 の一 種 0 0 0 0 1 3 ・2 2 0 0 1 2 5 ・0 0

オ ヵ チ ョウ シ ガ イ 5 3 3 ・3 3 9 3 3 …3 3 6 1 9 …3 5 3 4 2 ・8 6 1 2 5 ・0 0

ホ リオ ヵチ ョウ シガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒメ コバ クガ イ 7 4 6 ・6 7 1 7 6 2 ・9 6 1 5 4 8 ・3 9 4 5 7 . 1 4 2 5 0 ・0 0

ヒメ ベ ツ コウ ガ イ 2 1 3 ・3 3 0 0 5 1 6 ・1 3 0 0 0 0

ベ ツコ ウマ イマ イ科 の一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

足

綱

不 明 0 0 0 0 2 6 ・4 5 0 0 0 0

小 計 1 5 10 0 …0 0 2 7 9 9 ・9 9 3 1 9 9 ・9 9 7 1 0 0 ・0 0 4 1 0 0 ・0 0

派 ヒテマ キ 〟ズ マ イマ イ 0 0 0 0 0
1一
水

産

、ヒラ マ キガ イ モ ドキ 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

L=Lー1
ミズ ゴマ ツポ 0 0 0 0 0

水
産

ム シラ ドりヵ ワサ ンシ ヨウガ イ ? 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

不 明 0 1 0 3 1

総 計 15 2 8 3 1 10 5

斧足綱 不 明 0 0 0 0 0

ブ ロ ック番 号

種 名 構 成 比

B 7 D l D 2 F 2 F 3

個 件 数 % 個 件 数 % 個 体数 % 個 件 数 % 個 件 数 %

腹

陸

ニ ホ ンケ シガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 4 3 6 ・3 6

スナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キセ ル ガ イ科 の一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵチ ョウ シガ イ 0 0 1 1 0 0 ・0 0 0 0 0 0 0 0

ホ リオ ヵ チ ョウ シ ガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒ メ コバ クガ イ 1 1 0 0 ・0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 ・0 0 7 6 3 ・6 4

ヒ メべ ツコ ウガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

足

ベ ツ コウマ イマ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 1 1 0 0 ・0 0 1 1 0 0 ・0 0 0 0 1 1 0 0 .0 0 l l 1 0 0 ・0 0

淡 ヒ ラマ キ 〟ズマ イマ イ 0 0 0 0 0

綱

7一
水

産

、
ヒ ラマ キ ガ イモ ドキ 1 0 0 0 0

小 計 1 0 0 0 0

L=「、 ミズ コマ ツ ポ 0 4 0 0 0

水

産

ム シ ラ ド りヵ ワザ ン シ ョウ ガ イ ? 0 7 0 0 0

小 計 0 l l 0 0 0

不 明 2 1 6 8 1 1

総 計 4 2 8 8 一 2 1 2

斧足 綱 不 明 0 0 0 0 0
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ブ ロ ッ ク番 号

種 名 構 成比

G l G 2 H l H 2 H 3

個 件 数 % 個 体 数 % 個 体 数 ′′ 個 体 数 -0 個 体 教 - 0

腹

陸

ニ ホ ンケ シガ イ 1 3 3 ・3 3 0 0 0 0 0 0 1 1 ・O ニー

スナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 1 1 ・0 5 1 . ()・ー

キセ ル ガ イ科 の一 種 0 0 0 O 0 0 0 0 0 ()

オヵ チ ョウシ ガ イ 1 3 3 ・3 3 0 0 2 1 3 5 ・0 0 2 8 2 9 ・1 7 1 8 18 ・3 6

ホ リオ ヵチ ョウ シガ イ ? 0 0 1 5 0 ・0 0 2 3 ・3 3 0 0 () (I

産
ヒ メコバ クガ イ 1 3 3 ・3 3 1 5 0 ・0 0 3 7 6 1 ・6 7 6 0 6 3 ・16 7 6 7 8 ・3 5

ヒメベ ツ コウ ガ イ 0 0 0 0 0 0 4 4 .2 1 1 1 . 0 3

足

棉

ベ ツコ ウマ イマ イ科 の一 種 0 0 0 0 0 0 2 2 ・1 1 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ()

小 計 3 9 9 ・9 9 2 1 0 0 ・0 0 6 0 1 0 0 ・0 0 9 5 10 0 ・0 0 9 7 10 0 …0 ()

淡 ヒラマ キ ミズマ イマ イ 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
水

産

ヒラマ キ ガ イ モ ドキ 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
小 計 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

ft ミズ ゴマ ツ ポ 6 - 0 - 0 - 0 - 0 -
水

産

ム シ ラ ドりヵ ワザ ンシ ョウ ガ イ ? 1 - 0 - 0 - 0 - 0 -
小 計 7 - 0 - 0 - 0 - 0 -
不 明 7 6 0 1 8 2

総 計 8 6 2 6 1 1 0 3 9 9

斧足網 不 明 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

ブ ロ ック 番号
種 名 構 成 比

H 4 H 5 H 6 H 7 H 8

個体 数 % 個 体 数 % 個 体 数 % 個 体数 % 個体 数 %

腹

陸

ニ ホ ンケ シ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ス ナガ イ 0 0 0 0 2 1 . 3 1 1 1 ・1 4 2 8 . 0 0

キ セル ガ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 1 1 ・1 4 0 0

オ ヵチ ョウ シガ イ 1 3 2 3 . 2 1 4 3 4 4 ・7 9 6 6 4 3 . 1 4 2 8 3 1 . 8 2 4 1 6 ・0 0

ホ リオ ヵ チ ョウ ジガ イ , 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒメ コバ ク ガ イ 4 1 7 3 ・2 1 5 0 5 2 . 0 8 8 4 5 4 ・9 0 5 5 6 2 ・5 0 17 6 8 ・0 0

ヒメベ ツコ ウ ガ イ 2 3 ・5 7 3 3 ・1 3 1 0 ・6 5 3 3 ・4 1 2 8 ・0 0

足

棉

ベ ツ コウ マ イマ イ科 の 一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 5 6 9 9 . 9 9 9 6 1 0 0 ・0 0 15 3 1 0 0 ・0 0 8 8 1 0 0 ―0 1 2 5 10 0 ・0 0

淡 ヒラマ キ ミズマ イ マ イ 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
水

産

ヒラマ キ ガ イモ ドキ 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
小 計 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

笊 ミズ コマ ツ ポ 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
水

産

ム シ ラ ド りヵ ワサ ン シ ヨウ ガ イ ? 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
小 計 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
不 明 3 6 4 3 1

総 計 5 9 10 2 1 5 7 9 1 2 6

斧 足網 不 明 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

ブ ロ ック番 号
種 名 構 成 比

H 9 H 10 H ll H 1 2 H 1 3

個 体 数 % 個 体 数 % 個 件 数 % 個 体 数 % 個 体数 %

腹

陸

ニ ホ ンケ シガ イ 3 1 ・2 2 2 2 ・5 6 1 2 0 ・0 0 0 0 2 7 ・1 4

スナ ガ イ 2 5 1 0 ・2 0 0 0 0 0 1 2 ・1 7 0 0

キセ ル ガ イ科 の一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵチ ョウ シガ イ 9 7 3 9 ・5 9 4 9 6 2 …8 2 1 2 0 ・0 0 1 3 2 8 ・2 6 1 4 5 0 ・0 0

ホ リオ ヵ チ ョウ ジ ガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒ メコ バ ク ガイ 1 0 8 4 4 ・0 8 2 3 2 9 ・4 9 3 6 0 ・0 0 3 2 6 9 ・5 7 1 2 4 2 ・8 6

ヒ メべ ツ コ ウガ イ 8 3 …2 7 4 5 ・1 3 0 0 0 0 0 0

足

綱

ベ ツコ ウマ イマ イ科 の 一種 4 1 ・6 3 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 2 4 5 9 9 ・9 9 7 8 1 0 0 . 0 0 5 1 0 0 . 0 0 4 6 1 0 0 ・0 0 2 8 10 0 ・0 0

淡 ヒ ラマ キ ミズ マ イマ イ 0 0 1 0 0

水

産

ヒ ラマ キ ガ イモ ドキ 0 0 0 0 0

小 計 0 0 1 0 0

L=「、 ミズ コ マ ツポ 0 0 0 0 0

水

産

ム シラ ドりヵ ワサ ン シ ヨウガ イ ? 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

不 明 1 3 1 2 0 0

総 計 2 5 8 7 9 8 4 6 2 8

斧足綱 不 明 0 0 0 0 0
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ブ ロ ック番 号

椎 名 構 成 比

H 14 H 1 5 H 1 6 H 17 H 1 8

個 体 数 % 個 件 数 ㌔ 個 体 数 ㌔ 個体 数 0
。

個 体 数 。
0

梶

防

ニ ホ ンケ シ ガ イ 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 0

ス ナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 1 2 5 ・0 0 0 0

キ セル ガ イ科 の ー・種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

オ ヵ チ ョウ シ ガ イ 4 5 7 …14 1 10 0 ・0 0 1 1 0 0 . 0 0 1 2 5 .0 0 2 9 6 1 .7 0

ホ リオ ヵチ ョウ シガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産
ヒメ コバ ク ガ イ 3 4 2 ・8 6 0 0 0 0 1 2 5 .0 0 1 8 3 8 ・3 0

ヒメペ ソコ ウガ イ 0 0 0 0 0 0 1 2 5 ・0 0 0 0

a

綱

ヘ ツコウ マ イマ イ科 の 一種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 7 1 0 0 ・0 0 1 1 0 0 ・0 0 1 1 0 0 ―0 0 4 1 0 0 ・0 0 4 7 10 0 ・0 0

淡 ヒラマ キ ミズマ イマ イ 0 0 0 0 0

水

産

ヒラマ キ ガ イモ トキ 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

L=一1 ミズ コマ ツ ポ 0 0 0 0 0

水

産

ム シ ラ ドりヵ ワサ ン シ ヨウガ イ ? 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0

不 明 0 0 1 0 2

総 計 7 1 2 4 4 9

斧 足綱 不 明 0 0 0 0 0

第8表地区別微小貝構成比―覧表(ただしC ・ E群では検出なし)
ブ ロ ッ ク 番 号

種 名 構 成 比

A B D F G

個 件 数 % 個 件 数 % 個 件 数 % 個 体 数 % 個 体 数 ㌔

腹

陸

ニ ホ ン ケ シ ガ イ 4 6 8 ・7 0 6 5 ・1 3 0 0 4 3 3 . 3 3 1 2 0 ・0 0

ス ナ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キ セ ル ガ イ 科 の 一 種 0 0 2 1 ・7 1 0 0 0 0 0 0

オ ヵ チ ョ ウ シ ガ イ 5 1 9 ・6 4 3 2 2 7 ・3 5 1 10 0 ・0 0 0 0 1 2 0 ・0 0

ホ ソ 才 ヵ チ ョ ウ シ ガ イ ? 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 ・0 0

産
ヒ メ コ バ ク ガ イ 3 9 4 7 4 ・4 8 6 2 5 2 …9 9 0 0 8 6 6 . 6 7 2 4 0 ・0 0

ヒ メ ヘ ソ コ ウ ガ イ 3 7 6 ・9 9 8 6 . 8 4 0 0 0 0 0 0

足

綱

ヘ ツ コ ウ マ イ マ イ 科 の 一 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 1 0 ・2 0 7 5 ・9 8 0 0 0 0 0 0

小 計 5 2 9 1 0 0 ・0 1 1 1 7 1 0 0 ・0 0 1 1 0 0 . 0 0 1 2 1 0 0 ・0 0 5 1 0 0 ・0 0

淡 ヒ ラ マ キ ミ ズ マ イ マ イ 6 0 0 0 0

水
産

ヒ ラ マ キ ガ イ モ トキ 0 1 0 0 0

小 計 6 1 0 0 0

L=「、
ミズ ゴ マ ツ ポ 0 0 4 0 6

水
産

ム シ ャ ド り ヵ ワ ザ ン シ ョ ウ ガ イ ? 1 0 7 0 1

小 計 1 0 l l 0 7

不 明 8 9 1 2 2 4 2 7 6

総 計 6 2 5 1 3 0 3 6 14 8 8

斧 足 綱 不 明 P 5 r 3 0 0 0 0

プロ ソク番号 H 総計

種名 構成比 個件数 % 個体数 %

腹

陸

ニホンケシガイ 9 0 ・80 6 6 3 ・6 7

スナガイ 34 3 ・00 34 1 ・89

キセルガイ科の一種 1 0 ・09 3 0 .17

オ ヵチョウシガイ 4 31 38 ・0 7 5 16 28 .73

ホ リオヵチ ョウシガイ ? 2 0 ・18 3 0 ・17

産
ヒメコバ クガイ 6 20 54 .77 108 6 6 0 ・47

ヒメ〈こソコウガイ 29 2 .56 74 4 ・12

足

綱

ヘ ソコウマイマ イ科の一種 6 0 ・5 3 6 0 ・33
不明 0 0 8 0 ・45

小 計 1132 100 ・00 179 6 10 0 ・00

淡 ヒラマキミズマ イマイ 1 7
水
産

ヒラマキガイモ トキ 0 1

小 計 1 8

n ミズゴマ ツポ 0 10
水
産

ムシラ ドりヵワザ ンシ ョウガイ ? 0 9
小 計 0 19

不 明 47 250

総 計 1180 207 3
斧 足綱 不 明 0 」5 r3
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第9表陸産微小貝の含有率(1000cm当りの個体数

ブ ロ ック

番 号
体 積 (cm3) 個 体 数 含 有 率

ブ ロ ック

番 号
体積 (cm3) 個 体 数 含 有 率

A l 18 0 0 0 9 0 .5 0 C 2 4 50 0 0 0

A 2 4 5 0 0 5 1…1 1 D 1 90 0 0 1 0 ・1 1

A 3 4 5 0 0 4 0 8 ・8 9 D 2 90 0 0 0 0

A 4 18 0 0 0 2 0 1・1 1 E 1 4 50 0 0 0

A 5 90 0 0 5 6 6 ・2 2 E 2 90 0 0 0 0

A 6 4 5 0 0 3 0 ・6 7 E 3 90 0 0 0 0

A 7 4 5 0 0 4 0 ・8 9 F l 4 50 0 0 0

A 8 30 0 0 1 0 …3 3 F 2 4 50 0 1 0 ・2 2

A 9 90 0 0 4 8 5 ・3 3 F 3 4 50 0 1 1 2 ・4 4

A 10 4 50 0 0 0 G l 7 20 0 3 0 ・4 2

A 1 1 18 0 0 0 0 G 2 7 20 0 2 0 ・2 8

A 12 90 0 0 29 4 32 ・6 7 H 1 9 00 0 6 0 6 ・6 7

A 13 4 50 0 13 2 ・8 9 H 2 9 00 0 9 5 10 ・5 6

A 14 4 50 0 2 9 6 ・4 4 H 3 4 50 0 9 7 2 1・5 6

A 1 5 4 50 0 3 0 ・6 7 H 4 9 00 0 5 6 6 ・2 2

A 1 6 4 50 0 1 0 ・2 2 H 5 9 00 0 9 6 10 ・6 7

A 17 2 70 0 0 0 H 6 9 00 0 15 3 17 ・0 0

A 18 .2 7 00 0 0 H 7 3 60 0 - 8 8 2 4 .4 4

A 1 9 2 7 0 0 0 0 白 8 3 60 0 2 5 6 …9 4

A 2 0 7 2 0 0 0 0 H 9 4 50 0 2 4 5 54 ・4 4

A 2 1 9 0 00 0 0 H 1 0 4 5 00 7 8 17 ・3 3

A 2 2 9 0 0 0 3 0 ・33 H l l 4 5 00 5 1・1 1

B l 9 0 0 0 3 2 3 ・56 H 1 2 9 0 0 0 4 6 5・11

B 2 4 5 0 0 1 5 3 ・33 H 1 3 4 5 0 0 2 8 6・2 2

B 3 7 2 0 0 2 7 3 ・7 5 H 1 4 4 5 0 0 7 1・5 6

B 4 4 5 0 0 3 1 6 ・8 9 H 1 5 4 5 0 0 1 0 ・2 2

B 5 4 5 0 0 7 1 ・56 H 1 6 4 5 0 0 1 0 ・2 2

B 6 9 0 0 0 4 0 ・4 4 H 1 7 2 7 0 0 4 1 ・4 8

B 7 9 0 0 0 1 0 …1 1 H 1 8 7 2 0 0 4 7 6 .5 3

C 1 4 5 0 0 0 0 H 1 9 4 5 0 0 0 0

6.その他の動物遺体

真珠:H3(高蔵式期)より1点検出された。直径0.9mm(写真4―20)。

フジツボ類:各時期のブロックより検出されているが、いずれも細片のみである。

カニ類:A5・8、E2(貝田町～高蔵式期)より爪が数点検出されている。

ウニ類:各時期のブロックより検出されているが、その種名は次の3種と不明種である。

ラッパウニ科アカウニPseudocentrotusdepressusA.AGASSIZ

オオバフンウニ科パフンウニHemicentrotuspulcherrimusA.AGASSIZ

ナガウニ科ムラサキウニAnthocidariscrassspinaA.AGASSIZ

その部位・数量は第12表に示すとおりであり、ごく少量である。
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第10表魚類種名l覧表

A・軟骨魚綱CHONDRICHTHYES

1 ・サメ目Pleurotremata sp・

B・硬骨魚綱OSTEICHTHYES

1.ニシン科

2・アユ科アユ

3・ウグイ属

4.フナ属

5・コイ属コイ

6・ドジョウ科

7・ウナギ科ウナギ

8・スズキ科スズキ

9・キス科

10.アジ科

11・サバ科

12…タイ科タロダイ

13・ハゼ科

14・ヵレイ科

15・不明

Clupeidae sp・

Plecoglossus altivelis Temminck et Schllegel

Tribolodon sp.

Carassius sp・

Cypnnus carpio Linnaeus

Cobitididae sp・

Anguilla japonica Temminck et Schlegel

Lateolabrax japonicus Cuvier

Sillaginidae sp・

Carangidae sp・

Scombridae sp.

A canthopagrus schlegeli BL

Gobiidae sp.

Pleuronnectidae sp.

写真4魚骨他(7・12:実大、 4:2.5倍、他は5倍)

1 :サメ目脊椎骨、 2 :ニシン科脊椎骨、 3 :アユ脊椎骨、 4 :ウグイ属脊椎骨、 5 :フナ属下顎歯

骨r、 6:同脊椎骨、 7:コイ脊椎骨、 8:ドジョウ科脊椎骨、 9:ウナギ上顎骨「、 10:同下顎歯

骨Ⅰ、 ll :同脊椎骨、 12:スズキ前上顎骨、 13:同脊椎骨、 14:キス科脊椎骨、 15:アジ科脊椎骨、

16:サバ科脊椎骨、 17:クロダイ前上顎骨「、 18:ハゼ科脊椎骨、 19:カレイ科脊椎骨、 20:真珠・
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第11表ブロック別魚骨数量表

種 名
番号

部位
A 1 A 4 A 5 A 6 A 8 A 9 A 10 A ll A 12 A 13 A 14 A 15 A 16 A 22 小計 B 1 B 2 B 3 B 4 B 5

サメ 目 脊椎 骨 1 2 3 1

ニ シン科 脊椎 骨 1 1 3 1 2 2 1 2 13 1 4 2

アユ 脊椎 骨 1 1

ウグイ属 脊椎 骨 1 1

フナ属
下 顎歯 骨 r 1 1

脊椎 骨 1 2 6 5 1 2 2 1 20 3 4 2 1

コイ 脊椎 骨 1 1 2

ドジョウ科 脊椎 骨 1 1 2 2 4

ウナギ

上 顎骨 r 1 1 1

下 顎歯骨 1

下 顎歯骨 r

脊椎 骨 2 1 6 1 3 1 14 4 2 5 1

スズキ
前上 顎骨 1 1 1

脊椎 骨 1 1 1 3

キス科 脊椎 骨 1 1

ア ジ科 脊椎 骨 1 1 1 3

サバ科 脊椎 骨 1 1

タ ロダイ 前上顎骨 r

ハゼ科 脊椎 骨

カ レイ科 脊 椎骨 1 1

不 明

咽頭骨 1 2 2 1

咽頭骨 r 1 1 1 1

脊 椎骨 2 6 1 5 2 0 0 2 2 1 21 1 3 7 1 7

種 名
番号

部位
B 6 小計 C 1 C 2 小計 D 2 小計 E 1 E 2 小計 F 1 F 2 F 3 小計 H 1 H 2 H 3 H 4 H 5 H 6

サメ 目 脊椎骨 1 2

ニ シン科 脊椎骨 5 12 1 1 5 1 6 4 4 4 8 13 4

アユ 脊椎骨 1 1 1 1

ウグイ属 脊椎骨

フナ属
下顎歯骨 r

脊椎骨 2 1 2 1 1 4 12 10 5 4 3

コイ 脊椎骨 1 1 1 2 1

ドジ ョウ科 脊椎骨 1 7 1 1 3 3 2 8 2 1 1 3

ウナ ギ

上顎骨 r 1 1

下顎歯骨 1 1

下顎歯 骨 r

脊椎骨 3 1 5 1 1 3 1 4 2 6 8 4 17 8 7 9 6

スズキ
前上顎 骨 1

脊椎骨 1 1 1

キス科 脊椎骨

アジ科 脊椎骨

サバ科 脊椎骨

タロダイ 前上 顎骨 r 1 1

ハ ゼ科 脊椎 骨

ヵ レイ科 脊椎 骨

不 明

咽頭 骨 1 1 2 1 2 1 1 1

咽頭 骨 r 2 1 2 1 1

脊椎 骨 6 2 5 1 1 2 2 1 4 1 6 2 6 l l 9 5 7
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種 名
番号

部位 H 7 H 8 H 9 H 10 H ll H 12 H 13 H 14 H 15 H 16 H 17 H 18 小計 総計

サメ 目 脊椎 骨 1 1 6

ニ シン科 脊椎 骨 3 3 1 1 2 47 7 9

アユ 脊椎 骨 3 4

ウグ イ属 脊椎 骨 1 1 2

フナ属
下顎歯骨 r 1

脊椎 骨 1 2 1 2 44 7 7

コイ 脊椎 骨 1 5 8

ドジ ョウ科 脊椎 骨 2 1 1 1 2 2 3 5

ウナ ギ

上 顎骨 r 1 2 4

下顎歯骨 1 1 1

下顎歯骨 r 1 1 1

脊椎 骨 198 5 8 1 1 1 1 6 2 72 3 1

スズ キ
前上 顎骨 1 1

脊椎 骨 1 1 1 4 8

キス科 脊椎 骨 1

ア ジ科 脊椎 骨 3

サバ科 脊椎 骨 1

タロダイ 前上 顎骨 r 2 2

ハゼ科 脊椎 骨 1 1 1

カ レイ科 脊椎 骨 1

不 明

咽頭 骨 1 6 10

咽頭 骨 r 1 6 9

脊椎 骨 9 1 2 3 2 1 2 1 1 1 1 3 67 12 2

歯.、轟轡

車-、薗薗

義

敬"観< ・も
5

写真5植物遺体(実大)

1 :炭化米、 2:ヒョウタン類、 3:ウリ類、 4-6:オニグルミ.
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魚鱗:各時期のブロックより検出されているが、いずれも細片のみであり、種の同定は

困難である。

カエル類:各時期のブロックより、脊椎骨が少量検出されている。

ヘビ類:各時期のブロックより、脊椎骨が少量検出されている。

鳥・獣類:各時期のブロックより検出されているが、いずれも細片のみで、種の同定は

困難である。

7.植物遺体

炭化米:ほぼ全ブロックにわたって、多量に検出されている(第13表)。いずれも短粒型

である。(写真5―1)。

豆類:各時期のブロックより、種子が少量検出されている。

ヒョウタン類:各時期のブロックより、種子および果皮の細片が少量検出されている(同

2)。

ウリ類:各時期のブロックより、種子が少量検出されている(同3)。

オニグルミ:A20、D1(同4)、D2(同5)、Gl(同6)などから、核破片が少量

検出されている(貝田町～高蔵式期)。

以上の他に、若干の不明竪果類と多量の微細種子も検出されている。後者には水田雑草

などが多量に含まれている可能性が高い。炭化米をはじめとするこれら各種の植物遺体は、

それぞれの専門家の調査に委ねる必要がある。

8.おわりに

濃尾平野における弥生時代の代表的な遺跡である朝日遺跡の貝層には、繩文時代のそれ

とは異なるいくつかの特徴のあることを、前年度の報告に記しておいた。今年度の調査に

おいても、それらの特徴をさらに明確に確認することができた。

その第1は人工遺物があまり含まれないこと、第2は埋葬人骨がみられないこと、第3

は獣骨がきわめて少ないことである。

これらの背景には、単に方形周溝墓が発達したばかりでなく、貝塚が霊の送り場から単

なるゴミ捨て場へと変質しつつあることが示唆されている。また水田の発達による平野部

における狩猟活動の衰退も示唆されている。汽水・淡水産貝類や魚類の比重の増加やヤナ

の存在などは、このような新時代に適応した農村型漁業によって、動物質蛋白の欠乏を補

おうとする姿勢の反映である。
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第12表ウニ類数量表(単位g、 +印は微量を示す)

ブロ ック名

種 名 部位
A 5 A 8 A 9 A 10 A ll A 12 A 1 3 A 14 A 15 A 2 1 A 22 B 3

アヵウニ

殻痕 0 .0 2

嬢 + 0・0 1

パ フンウニ 殻板 0 .02 + 0 ・0 4 0・0 6

ム ー キ ー
殻板 0 ・0 3 0・1 2 0 .07 0 .0 2 0・10 0・1 3 0・02

フサ ウー 棟 0・0 3 0・0 1 0・0 1 0 …0 1

不 明
殻板 0 .0 1 0 ・0 1 0 ・0 4 0・0 2 0・0 1

轍 1・1 5

同定不可 殻板 0 .0 1 0…0 1

ブロ ック名

種 名 部位
B 4 B 6 B 7 D l D 2 G 1 H 3 H 5 H 7 H 8 H 9

アヵウニ
殻板 0 ・0 4 0・0 2

煉 +

パ フンウニ 穀板 0 ・0 1 0 ・0 1 0・0 1

ム ーサキ ー
殻板 0 ・0 4 0 ・0 3 0 ・0 6

フ ウ― 棟 0 .0 1

不 明
殻板 0 ・0 1 0・02 0 ・01 0 …0 1

煉

同定不可 殻板 + +

第13表炭化米数量表

残存状態

番号

完 形 破 片
残存状態

番号
完 形 破 片

残存状態

番号

完 形 破 片

A l 0 ○ A 20 4 ○ G 2 2 ○

A 2 0 ○ A 21 0 ○ H l 19 ○

A 3 0 ○ A 22 2 ○ H 2 25 ○

A 4 2 ○ B l 1 ○ H 3 5 ○

A 5 8 ○ B 2 8 ○ H 4 9 ○

A 6 7 ○ B 3 6 ○ H 5 31 ○

A 7 33 ○ B 4 2 ○ H 6 49 ○

A 8 14 ○ B 5 29 ○ H 7 2 ○

A 9 14 ○ B 6 58 ○ H 8 3 ○

A 10 42 ○ B 7 212 ○ H 9 7 ○

A ll 13 ○ C l 0 ○

○

H 10 23 ○

A 12 15 ○ C 2 1 H ll 39 ○

A 13 32 ○ D l 5 H 12 4 ○

A 14 24 ○ D 2 3 ○

○

H 13 7 ○

A 15 22 ○ E 3 1 H 14 2 ○

A 16 1 ○ F 1 5 H 15 1 ○

A 17 2 ○

○

F 2 3 ○ H 16 1 ○

A 18 1 F 3 2 ○ H 17 2 ○

A 19 1 G l 21 ○ H 18 6 ○
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ただしこのような本遺跡の生活の復元に当っては、小体積のブロック・サンプリングで

は把握しがたい獣骨・魚骨の資料の問題もある。またこれらの繩文時代の延長上に位置づ

けられる食料とは別に、コメなどの弥生時代を特徴づける栽培植物などもさらに重要であ

るが、これらの検出には、貝層以外でのブロック・サンプリングも重要な作業である。

そして最後に今後の課題として、貝層内の遺物の分析ばかりでなく、住居址群との関係

において、貝層の形成プロセスを検討する必要のあることを強調しておきたい。
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